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【　1　】以下の小問に答えよ．
(a) サイコロを3回投げる．1回目に「1」の目が出るという事象を
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，3回とも同じ目が出るという事象を
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とするとき，
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，
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は独立であるか？
(b) ある大学の「統計学」の試験は，平均点は56点，標準偏差は22点という結果であった．100人の受講者に対し15人に「秀」を与えるとき, 何点以上の受講者が対象となるか．ただし, 得点の分布が正規分布であると仮定する．答えは小数第一位を四捨五入して自然数で答えよ．
(c) ある政党の支持率を調査するために電話で100世帯に聞き取り調査を行った．その結果， 56.2%であった．視聴率の95%信頼区間を求めよ．ただし答えは百分率(%)に直して, 小数第2位を四捨五入し, 小数第1位で求めよ．ただし, 解答は答えのみで良い．
	


(d) ある部品を製造する機械A, B, Cがあり, 不良品の発生する割合は, Aで0.2% Bでは0.4%, Cでは0.3%であるという．Aからの部品, Bからの部品, Cからの部品が2 : 2 : 5 の割合で大量に混ざっている中から1個を選び出すとき, 不良品かつそれが機械Aからである確率を求めよ．ただし, 答えは既約分数で答えよ．

【　2　】以下で与えられる確率密度関数を考える．
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ただし, 自然数
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に対して, 
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である． 
(1) 定数
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を求めよ．
(2) (1)の条件のもと，積率母関数
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を求めよ．
(3) 期待値及び分散を求めよ．

【　3　】　ある花の花びらを16枚取って平均長を調査したところ，以下の通りであった．
2.2,     2.7,     1.6,     2.0,     2.0,     2.1,     1.8,     2.3,      
2.1,     1.9,     1.8,     2.0,     2.1,     2.3,     1.9,     2.3      [cm]

(1) 標本平均, 不偏分散を求めよ． 
(2) 母平均の95%信頼区間を求めよ．
解答はいずれも 小数第4位を四捨五入し, 小数第3位で求めよ．ただし, 解答は答えのみで良い．
	(1)
	標本平均
	不偏分散

	
	
	

	(2)
	


【　4　】　表・裏がそれぞれ
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の確率で出る正確なコインを
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回繰り返し投げるとき，確率変数
[image: image12.wmf]X

を以下のように定義する．

[image: image13.wmf])

(

2

)

(

裏の出た回数

表の出た回数

+

´

=

X


(1) 表の出た回数を
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とする．確率変数
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の取りうる値は
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であることに注意し, 確率分布
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を求めよ．
(2) 期待値及び分散を求めよ．
【　5　】　あるH市には病院がAとBの2つあり, 救急患者がそれぞれ一日平均Aでは1人, Bでは 2人いる．ただし, それぞれの病院の救急患者はポアソン分に従っていると仮定する．
(1) ポアソン分布の再生成からこのH市での救急患者は2つの病院を合わせて平均3人と考えられる．これを証明せよ．
(2) この市での救急患者が2人以上となる確率を求めよ．ただし, 
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と近似して, 既約分数で答えよ．
広島大学教養教育科目履修規則


3　授業実施時数の3分の2以上の出席を満たさない場合は，受験を認めない。ただし，所定の手続を経て欠席した場合で，その欠席が病気その他のやむを得ない事由によると認められるときは，当該授業科目担当教員の判断によるものとする。
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